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　本定例会における補正予算では、国の経済対策や産業支援等を目的に、計１億282万円の増額が行
われ、一般会計総額は85億52万円となりました。主な事業は以下のとおりです。

○一般会計補正予算の概要

議案第32号では、「山元町行政手続きデジタル化推進に伴う関係条例の整備に関する条例」が可決さ
れました。令和７年７月１日から、LINEを利用した公共施設予約や各種証明書の申請などがオンラ
インで可能となりました。

議案第33号では、山元町町民バスに関する条例の一部改正が行われ、令和７年７月１日から、障害
者およびその介助者のバス運賃が軽減されることとなりました。（詳細はP14）

○可決された条例の一部紹介

事　業　名 金　額 事業概要

定 額 減 税 調 整
給 付 金 事 業 6,410万円 実施済事業内容確定に

伴う追加給付等経費

新規就農者育成総
合対策事業補助金 2,249万円 農業機械・設備導入等への

支援

学力向上支援事業 425万円 学習指導員派遣委託料の増

排水施設修繕費 442万円 排水機場の修繕

○竹内　和彦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ４
　★１　大地の塔トイレ建設について

○髙橋　眞理子　議員　･･･････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ５
　★１　地域資源を最大限に活用した産業振興について

○丸子　直樹　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ６
　★１　小中学校における暑さ対策について
　　２　再編小学校について
　★３　児童クラブについて

○齋藤　俊夫　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ７
　★１　組織管理と人事行政の在り方について
　★２　危機感と一貫性のある町政運営について

○大和　晴美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ８
　★１　肺炎予防の対策について
　★２　５歳児健診について

○岩佐　孝子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ９
　★１　あるもの探し、あるものいかしのまちづくり
　★２　賑わいのあるまちづくり

○渡邊　千恵美　議員　･･･････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ10
　★１　災害に強いまちづくりについて

○遠藤　龍之　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････Ｐ11
　★１　山元町農政の取組について 
　★２　介護保険事業の取組について
　　３　こども誰でも通園制度の取組について

○一般質問とは
　町の行政全般にわたり、
状況や見通しを聞き疑問点
をただし、所信の表明を求
めるもの。

※スペースの都合上、質問項目の前に「★」
が付いている内容のみ掲載しております。
掲載項目以外の内容の詳細は、右のQRコー
ドから録画映像をご覧ください。➡

我が町政を問う一 般 質 問
一般質問大綱一覧

定例会の概要
【会期】令和７年６月６日（金）～６月13日（金）［８日間］
　令和７年第２回定例会では、議案24件（報告５件、承認７件、補正予算・条例等12件）と議
員提出議案等４件のほか陳情１件が審議されました。陳情は総務民生常任委員会で付託審査のの
ち、本会議にて採決の結果不採択となり、その他の議案は原案通り可決されました。
　また、８人の議員が町政やまちづくりについて一般質問を行いました。

“暮らしに寄り添う施策と制度改正を”“暮らしに寄り添う施策と制度改正を”
令和７年第２回定例会

今定例会からタブレットを使用し議会を行っ
ております

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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竹
たけ

内
うち

 和
かず

彦
ひこ

 議員
議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

トイレ建設予定地である震災慰霊碑

問　
「
大
地
の
塔
ト
イ
レ

建
設
の
再
検
討
を
求
め
る

陳
情
書
」
に
対
す
る
町
長

の
見
解
と
、
今
後
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　
こ
の
陳
情
書
に
は
九

百
数
十
名
の
署
名
と
と
も

に
、
予
算
の
再
検
討
や
代

替
え
案
、
財
源
の
確
保
等

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

貴
重
な
意
見
の
一
つ
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
多
方

面
か
ら
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
き
、
検
討
を
重
ね
て

き
て
い
る
。
先
の
第
1
回

議
会
定
例
会
に
お
い
て
は
、

改
め
て
ト
イ
レ
建
設
予
算

を
提
案
し
、
工
事
費
用
の

低
減
を
含
め
回
答
し
、
賛

成
多
数
で
可
決
成
立
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
の

整
備
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
一
日
も
早
い
完
成
を

目
指
し
、震
災
慰
霊
碑「
大

地
の
塔
」
を
誰
も
が
安
心

し
て
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
ト
イ
レ
の
整

備
を
行
う
。

問　

こ
の
陳
情
書
に
は
、

九
百
数
十
名
の
署
名
が
添

え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

相
当
の
重
み
が
あ
る
と
思

う
が
、
町
長
の
認
識
は
。

相
当
に
重
み
の
あ
る
陳
情
書
な
の
で
は

町
長　
署
名
者
の
数
だ
け
で
は
な
い答　

こ
の
件
に
つ
い
て
は

敬
意
を
表
す
る
が
、
陳
情

書
の
署
名
者
数
だ
け
で
判

断
す
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
２

年
間
の
経
緯
も
含
め
て
総

合
的
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
陳
情
書
を
出
さ
れ
た

本
人
は
、
６
月
６
日
の
本

会
議
に
参
考
人
と
し
て
登

壇
し
意
見
を
述
べ
た
。
こ

れ
か
ら
の
町
を
担
っ
て
い

く
若
い
世
代
の
率
直
な
意

見
で
あ
り
、
ト
イ
レ
建
設

計
画
の
再
検
討
を
懸
命
に

訴
え
て
い
た
。
町
長
は
ど

う
受
け
止
め
た
の
か
。

答　

今
回
の
陳
情
書
は
、

ト
イ
レ
は
作
る
な
と
言
う

事
で
は
な
く
、
予
算
を
精

査
す
べ
き
と
い
う
陳
情
と

受
け
止
め
て
い
る
。

問　
議
会
の
議
決
と
町
民

の
意
向
が
、
必
ず
し
も
一

致
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答　
ト
イ
レ
建
設
反
対
だ

と
言
う
陳
情
と
は
解
釈
し

て
い
な
い
。

問　
こ
の
陳
情
書
は
、
署

名
活
動
開
始
か
ら
わ
ず
か

１
カ
月
足
ら
ず
で
九
百
数

十
名
の
署
名
を
集
め
て
い

る
。

　
一
方
で
、
以
前
町
に
提

出
さ
れ
た
ト
イ
レ
建
設
に

関
す
る
要
望
書
の
賛
成
者

の
署
名
は
２
カ
月
で
120
名

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
２

つ
の
事
実
を
町
長
は
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答　
署
名
の
数
だ
け
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
町
民
に
対
し
て
、
何

ら
か
の
説
明
の
場
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答　
陳
情
者
に
対
し
、
も

う
一
度
さ
ら
な
る
説
明
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
米
価
高
騰
の
中
、
会

費
を
払
っ
て
農
作
業
を
体

験
し
収
穫
し
た
米
を
得
ら

れ
る
「
田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー

制
度
」
が
注
目
さ
れ
、
新

た
に
制
度
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
本
町
で
も
取
り
入
れ

る
考
え
は
。

答　
農
家
の
所
得
確
保
に

も
つ
な
が
る
取
り
組
み
だ

が
、
農
家
の
全
面
的
な
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

問　
都
市
部
か
ら
の
家
族

な
ど
を
呼
び
込
み
、
地
域

と
の
交
流
を
深
め
、
地
域

活
性
や
環
境
保
全
に
効
果

振
興
作
物
産
地
化
奨
励
事

業
を
活
用
し
た
支
援
や
、

さ
ら
に
国
や
県
の
支
援
策

な
ど
、
隊
員
の
意
向
及
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状

況
を
確
認
し
つ
つ
、
定
住

に
つ
な
が
る
各
種
支
援
も

検
討
し
て
い
く
。

的
な
取
り
組
み
と
考
え
る

が
。

答　
厳
し
い
状
況
の
中
で

営
農
を
し
て
い
る
農
家
に

は
、
国
や
県
の
対
応
に
合

わ
せ
、
町
も
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
、
制
度
の

先
行
事
例
や
実
態
調
査
、

研
究
を
進
め
る
。

問　
農
業
振
興
に
関
わ
る
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
進

め
る
観
光
体
験
農
園
化
計

画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
や

支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
令
和
８
年
度
中
の
観

光
果
樹
園
開
園
に
向
け
、

産
業
振
興
は
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用

町
長　
漁
業
振
興
策
と
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を

髙
たか

橋
はし

 眞
ま

理
り

子
こ

 議員
議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

問　
漁
業
振
興
策
と
し
て

今
年
度
取
り
組
む
、
お
試

し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン

タ
ー
ン
に
は
大
い
に
期
待

す
る
。

　
こ
こ
数
年
特
産
の
ホ
ッ

キ
漁
も
回
復
し
て
き
た
が
、

Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
。
も
っ

と
盛
り
上
げ
る
べ
き
で
は
。

答　
震
災
前
に
行
わ
れ
て

い
た
ホ
ッ
キ
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
漁
協
と
も

相
談
し
つ
つ
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

問　
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と

し
て
、「
ホ
ッ
キ
飯
条
例
」

制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

亘
理
町
の
「
は
ら
こ
飯
推

進
条
例
」
に
合
わ
せ
、
連

携
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
考

え
る
が
。

答　
年
々
水
揚
げ
量
は
回

復
し
て
き
た
が
、
条
例
制

定
後
、
気
候
変
動
な
ど
に

よ
り
取
れ
な
く
な
っ
た
り

し
て
は
困
る
。
改
め
て
慎

重
に
対
応
す
る
。

問　
観
光
情
報
や
歴
史
・

文
化
の
発
信
等
を
行
う
総

合
案
内
所
と
し
て
、
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
を
設
置

す
る
考
え
は
。

オープン目指して（浅生原区）

答　
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
現
在
「
夢
い
ち

ご
の
郷
」
指
定
管
理
者
の

や
ま
も
と
地
域
振
興
公
社

が
そ
の
機
能
を
担
っ
て
い

る
。

問　
場
所
は
旧
坂
元
中
に

設
置
し
、
採
用
し
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
任
命
し

て
は
。

答　
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の

考
え
は
な
い
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
数
の

比
率
は
。

答　
対
象
児
童
の
41
％
前
後
で
あ
る
。

問　
こ
れ
か
ら
の
利
用
推
移
の
見
込
み
は
。

答　
将
来
的
に
若
干
増
え
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

問　
活
動
場
所
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　
他
の
施
設
を
活
用
で
き
る
か
検
討
し

て
い
る
。

問　
再
編
小
学
校
に
関
し
て
、
昨
年
同
僚

議
員
が
児
童
ク
ラ
ブ
の
質
問
を
行
っ
た
が
、

一
つ
に
ま
と
め
る
か
複
数
に
す
る
の
か
と

い
う
考
え
の
現
時
点
で
の
回
答
は
。

答　
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

問　
い
つ
ご
ろ
検
討
結
果
が
出
る
の
か
。

答　
現
状
の
段
階
で
は
い
つ
ま
で
に
と
い

う
と
こ
ろ
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
再
編

小
学
校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
そ

の
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
学
校
が
再
編
さ
れ
る
と
き
に
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
、
同
時
に
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
学
校
と
児
童
ク
ラ
ブ
の
距
離
と
い
う

観
点
か
ら
、
徒
歩
で
通
え
る
と
こ
ろ
が
多

い
が
、
学
校
内
に
設
置
す
る
交
流
型
の
施

設
は
ど
う
か
。

答　
方
向
性
が
決
ま
っ
た
段
階
で
早
急
に

報
告
す
る
。

再編小学校に対しての児童クラブは
町長　同時にスタートできるようにしたい

問　
熱
中
症
対
策
と
予
防

は
万
全
か
。

答　
暑
さ
指
数
計
の
活
用

に
よ
る
活
動
制
限
の
判
断
、

水
分
補
給
の
励
行
、
児
童

生
徒
の
健
康
観
察
や
保
健

指
導
等
を
通
じ
熱
中
症
予

防
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
普
通
教
室
に
は

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
特

別
教
室
へ
の
設
置
に
つ
い

て
も
順
次
進
め
て
い
る
。

問　

全
国
的
な
傾
向
で
、

暑
さ
対
策
と
し
て
水
泳
授

業
を
取
り
や
め
、
水
泳
授

業
自
体
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
町
で
は
授
業
時
間

の
確
保
が
で
き
て
い
る
の

か
。

答　
確
保
し
て
い
る
。

問　
授
業
時
間
確
保
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

答　
授
業
の
振
り
替
え
を

行
う
こ
と
で
、
時
間
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。

問　
夏
休
み
中
の
プ
ー
ル

開
放
の
目
的
は
。

答　
子
ど
も
た
ち
が
家
に

だ
け
い
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
外
で
遊
ぶ
こ
と
以
外

に
も
プ
ー
ル
と
い
う
施
設

が
あ
る
の
で
、
学
校
で
水

泳
を
さ
せ
た
ら
い
い
の
で

小
中
学
校
の
暑
さ
対
策
は
万
全
か

教
育
長　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
指
導

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

始
ま
り
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

問　
近
隣
２
市
２
町
で
夏

期
休
業
中
の
プ
ー
ル
開
放

が
取
り
や
め
と
な
っ
た
が
、

今
後
の
解
放
予
定
は
。

答　
熱
中
症
対
策
や
プ
ー

ル
事
故
の
リ
ス
ク
、
監
視

業
務
等
の
問
題
の
た
め
実

施
し
な
い
。

丸
まる

子
こ

 直
なお

樹
き

 議員

プール時間の確保を

問　
危
機
意
識
や
情
報
感

度
が
低
く
、
町
内
外
の

様
々
な
事
案
を
本
町
に
置

き
換
え
た
議
会
対
応
が
な

い
が
。

答　
そ
れ
な
り
の
対
応
は

し
て
い
る
。
そ
の
都
度
、

指
摘
し
て
も
ら
え
た
ら
。

問　
５
月
の
親
子
熊
出
没

は
、
熊
の
存
在
を
確
認
し

た
初
の
ケ
ー
ス
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
的
確
な
情
報
発

信
が
な
く
憶
測
が
飛
び

交
っ
た
。

　
危
機
感
を
持
っ
た
広
報

で
注
意
を
喚
起
し
、
万
が

一
に
備
え
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。

答　
確
か
に
親
子
熊
の
危

険
性
は
認
識
し
て
い
た
が
、

夜
間
を
避
け
明
け
方
を

待
っ
て
の
対
応
と
な
っ
た
。

　
指
摘
の
通
り
対
応
は
別

に
し
て
も
、
役
場
に
参
集

し
て
対
応
を
協
議
し
な

か
っ
た
こ
と
は
私
の
ミ
ス

で
あ
る
。

問　
実
質
的
に
初
と
な
る

「
熊
出
没
」
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
翌
週
の
全
員
協
議

会
に
報
告
が
な
か
っ
た
が
。

答　
議
会
に
対
し
て
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
き
た

い
。

危
機
感
と
一
貫
性
の
あ
る
町
政
運
営
は

町
長　
指
摘
を
反
省
し
速
や
か
な
対
応
に
努
め
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

問　
「
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
主
導
す

る
重
要
な
産
業
振
興
関
係
の
２
課
を
統
合

し
、
管
理
職
ポ
ス
ト
を
減
ら
す
一
方
で
、

こ
れ
ま
で
兼
務
で
対
応
し
て
き
た
会
計
部

門
を
分
離
し
、
新
た
に
管
理
職
を
設
け
る

の
は
理
解
に
苦
し
む
が
。

答　
町
民
生
活
課
が
担
う
業
務
が
過
大
と

監
査
委
員
か
ら
の
意
見
も
あ
り
、
町
民
生

活
課
長
が
兼
務
し
て
い
た
会
計
管
理
者
の

職
を
解
い
た
も
の
で
あ
る
。

問　
重
責
を
担
う
管
理
部
門
の
管
理
職
を

補
佐
す
る
班
長
に
、
新
任
者
を
充
て
る
こ

と
は
人
事
の
基
本
か
ら
逸
脱
し
た
配
置
で

は
。

答　
常
識
が
ど
う
こ
う
で
は
な
く
、
今
回

は
こ
う
い
う
形
で
う
ま
く
い
く
。

問　
職
員
の
中
に
は
、
窓
口
等
で
の
カ
ス

ハ
ラ
や
職
場
内
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
嫌
気
が
さ

し
て
、
若
手
を
中
心
に
早
期
退
職
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
現
に
「
異
常
な
職
場
環
境
に
あ
る
組
織

内
に
は
自
浄
作
用
が
な
く
、
何
ら
改
善
策

等
が
示
さ
れ
ず
疑
念
と
不
安
を
抱
く
」
と

の
問
題
提
起
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
を
制
定
し
、

職
場
環
境
改
善
に
資
す
る
べ
き
で
は
。

答　
条
例
制
定
は
前
向
き
に
考
え
た
い
。

組織管理と人事行政の在り方は
町長　今回はこういう形で一番うまくいく

問　
４
月
か
ら
町
内
に
認

定
こ
ど
も
園
が
設
置
さ
れ
、

懸
案
の
待
機
児
童
問
題
が

よ
う
や
く
解
消
し
た
。
そ

の
間
、
議
会
に
都
合
５
回

も
説
明
し
結
果
が
出
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
４
月
と

５
月
の
全
員
協
議
会
で
説

明
責
任
を
果
た
さ
な
い
。

　
議
長
に
問
わ
れ
て
か
ら

の
対
応
は
、
適
宜
、
情
報

提
供
を
す
る
と
再
三
約
束

し
て
お
き
な
が
ら
、
議
会

と
の
信
頼
関
係
構
築
に
水

を
差
す
こ
と
に
な
る
が
。

答　
指
摘
さ
れ
た
点
を
踏

ま
え
反
省
を
含
め
て
、
報

告
や
連
絡
の
対
応
を
し
て

い
く
。

齋
さい

藤
とう

 俊
とし

夫
お

 議員

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
肺
炎
を
引
き
起
こ
す

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
し
て

注
視
さ
れ
て
い
る
「
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
つ

い
て
、
多
く
の
町
民
に
行

き
渡
る
よ
う
な
感
染
予
防

に
関
す
る
注
意
喚
起
に
取

り
組
ん
で
は
。

答　
近
年
で
は
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
大
人
の
感
染

も
多
い
こ
と
や
、
流
行
期

間
の
長
期
化
、
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
承
認
な
ど
、
状
況

の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
等
で
、
正
し

い
知
識
や
感
染
症
対
策
に

た
上
で
判
断
す
る
。

問　
入
院
の
医
療
費
及
び

基
礎
疾
患
の
重
症
化
に
よ

る
医
療
費
へ
の
影
響
、
さ

ら
に
は
退
院
後
の
専
門
的

な
介
護
ケ
ア
へ
の
影
響
を

考
え
、
公
費
助
成
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
。

答　
周
り
の
機
関
の
取
り

組
み
や
予
防
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
研
究
を
進
め
た

い
。

つ
い
て
周
知
す
る
。

問　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
、
保
険

適
用
外
で
、
全
額
が
個
人

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
助
成
に
取
り
組
む

考
え
は
。

答　
現
状
で
は
限
ら
れ
た

医
療
機
関
で
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

医
療
機
関
に
お
け
る
取
り

扱
い
や
国
の
動
向
を
注
視

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
や
予
防
効
果
を
踏
ま
え

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を

町
長　
予
防
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
研
究
す
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

大
や ま と

和 晴
はる

美
み

 議員

３歳児健診の問診

問　
坂
元
地
区
定
住
促
進

と
し
て
、
測
量
調
査
し
た

元
坂
元
中
学
校
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
。

答　
調
査
結
果
か
ら
崖
地

の
の
り
面
等
の
整
備
を
含

め
約
10
億
円
と
試
算
さ
れ
、

採
算
性
だ
け
で
判
断
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
今
後

様
々
な
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

問　
昨
年
示
さ
れ
た
中
期

財
政
見
通
し
で
は
、
今
後

５
年
間
で
地
方
債
を
約
37

億
円
償
還
と
あ
る
が
、
地

元
の
強
い
要
望
も
あ
る
た

め
、
先
行
事
例
を
参
考
に

長
期
間
の
人
口
増
加
施
策

を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

人
口
増
加
へ
と
繋
が
る
事

業
で
あ
る
の
で
、
早
目
に

結
論
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
地
方
債
の
償
還
額
が

増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
や

小
学
校
再
編
に
か
か
る
費

用
な
ど
を
見
据
え
、
町
全

体
の
財
政
需
要
額
を
把
握

し
、
次
の
段
階
に
着
手
す

べ
き
と
考
え
る
。

　
他
自
治
体
の
事
例
を
参

長期的人口増加施策を展開すべき
町長　魅力あるまちづくりに取り組む

あ
る
も
の
を
い
か
し
次
代
へ
伝
承
す
べ
き

教
育
長　
地
域
の
歴
史
を
学
び
伝
承
し
て
い
く

岩
いわ

佐
さ

 孝
たか

子
こ

 議員

問　
小
学
校
再
編
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
各
小
学

校
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝

統
文
化
は
継
続
で
き
る
の

か
。

答　
地
域
の
方
か
ら
継
続

的
に
伝
統
・
伝
承
文
化
等

の
指
導
を
受
け
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
歴
史
を
学
び
、
受
け
継

い
で
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
大
條

家
茶
室
「
此し

君く
ん
亭て
い
」
を
会

場
と
し
て
坂
元
小
学
校
の

「
茶
道
ク
ラ
ブ
」
や
、
公

民
館
事
業
の「
茶
道
教
室
」

を
開
催
す
る
計
画
で
あ
る
。

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
学

び
、
伝
統
・
伝
承
文
化
の

保
存
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
防
災
拠
点
施
設
建
設

時
に
、
老
朽
化
し
て
い
る

中
央
公
民
館
は
閉
館
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
今
後
の

計
画
は
。

答　
老
朽
化
は
し
て
い
る

が
、
平
成
26
年
度
に
耐
震

補
強
工
事
を
施
工
、
そ
の

後
も
定
期
的
な
点
検
・
修

繕
を
行
っ
て
い
る
。
老
朽

化
対
策
を
踏
ま
え
、
今
後

も
施
設
利
用
者
が
安
全
・

安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う

維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

考
に
早
い
段
階
で
方
向
性

だ
け
で
も
示
し
た
い
。

問　
若
者
に
よ
る
「
町
づ

く
り
塾
」
の
よ
う
な
も
の

で
人
材
育
成
の
考
え
は
。

答　
若
者
が
違
っ
た
角
度

か
ら
町
を
見
て
、
新
た
な

希
望
を
見
い
だ
す
事
は
大

事
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
「
町
づ
く
り

塾
」
で
は
な
い
が
、
趣
旨

に
沿
う
も
の
と
し
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
現
在

7
人
ま
で
増
加
し
、
関

係
・
交
流
人
口
の
拡
大
を

通
じ
て
地
域
活
力
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
旧
坂
元
中
を
遊
休
施

設
と
し
て
活
用
し
、
町
の

魅
力
を
創
出
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
物
的
・
人

的
資
源
を
積
極
的
に
活
用

し
な
が
ら
「
こ
こ
で
暮
ら

し
た
い
」
と
思
え
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

で
「
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
、

国
の
動
向
を
注
視
し
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
整
備
を
研
究
す

る
。」
と
答
弁
し
て
い
る
。
そ

の
後
の
研
究
と
評
価
は
。

答　
精
神
発
達
面
の
審
査
に
精

通
し
た
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
を
は
じ
め
、
健
診
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。
特
に
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
に
つ
い
て
、
早
期

に
解
決
を
図
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　
未
就
園
児
の
い
る
家
庭
で

も
、
５
歳
児
健
診
を
行
う
こ
と

で
就
学
ま
で
の
支
援
に
つ
な
げ

ら
れ
る
の
で
は
。

答　
国
は
５
歳
児
健
診
に
つ
い

て
、
今
後
100
％
実
施
し
た
い
と

５歳児健診を早期に導入しては
町長　関係機関と連携を取り進める

い
う
考
え
が
あ
る
の
で
、
町
と

し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
調

査
し
て
い
る
。

問　
「
子
育
て
す
る
な
ら
山
元

町
」
を
掲
げ
る
町
と
し
て
は
、

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
る
べ
き
。

答　
医
師
や
臨
床
心
理
士
の
確

保
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

各
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
進

め
た
い
。

問　
今
年
か
ら
始
め
た
岩
沼
市

を
参
考
に
し
、
亘
理
郡
医
師
会

と
さ
ら
に
連
携
し
て
は
。

答　
亘
理
郡
だ
け
で
な
く
、
岩

沼
市
医
師
会
を
含
め
、
相
談
し

な
が
ら
解
決
に
向
け
て
進
め
る
。

にぎわいのある中央公民館

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
介
護
保
険
制
度
が
創

設
さ
れ
て
25
年
経
過
し
て

い
る
が
、
高
齢
者
の
介
護

を
支
え
て
き
た
訪
問
介
護

事
業
所
が
、
全
国
事
業
の

約
4
分
の
１
が
短
期
間
で

な
く
な
っ
て
い
る
中
、
介

護
困
難
が
増
大
し
、
需
要

に
サ
ー
ビ
ス
が
追
い
付
い

て
い
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
め
て
い
る
の
に
、
必

要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
。「
保

険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
と

い
う
、
公
的
制
度
と
し
て

重
大
な
機
能
不
全
、
空
洞

化
を
起
こ
し
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
介
護
職
員
の

不
足
が
挙
げ
ら
れ
、
２
０

２
４
年
４
月
に
、
国
が
訪

問
介
護
の
基
本
報
酬
を
引

き
下
げ
た
結
果
、
さ
ら
な

る
危
機
が
迫
っ
て
い
る
が
、

町
で
の
訪
問
介
護
事
業
に

問
題
は
な
い
か
。

答　
人
材
確
保
と
処
遇
改

善
に
向
け
た
要
望
書
を
国
、

県
に
対
し
継
続
的
に
提
出

し
て
い
る
。

法改正で訪問介護事業に影響は
町長　改善に向け要望書を国、県に提出

問　
現
在
、
米
不
足
と
米

価
高
騰
が
国
民
生
活
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

今
回
改
正
さ
れ
た
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

は
１
９
６
１
年
の
旧
農
業

基
本
法
以
来
、
麦
、
飼
料
、

大
豆
の
国
内
生
産
を
放
棄

し
、
次
々
に
輸
入
自
由
化

を
行
い
、
安
い
農
産
物
を

大
量
に
流
入
し
た
結
果
、

１
９
９
５
年
73
％
だ
っ
た

日
本
の
食
料
自
給
率
は
、

38
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

る
が
、
食
料
自
給
率
向
上

に
は
触
れ
ず
、
農
業
・
農

村
の
立
て
直
し
に
は
程
遠

問　
豪
雨
災
害
対
策
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

答　
近
年
の
気
候
変
動
に

伴
う
豪
雨
災
害
の
激
甚
化
、

頻
発
化
に
備
え
、
山
寺
川

と
鷲
足
川
排
水
路
合
流
部
、

新
井
田
川
、
高
瀬
川
、
坂

元
地
区
を
中
心
に
、
排
水

対
策
を
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
さ
ら
に
、
排
水
課
題
と

し
て
、
横
山
区
、
山
下
区

の
冠
水
被
害
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　
今
後
の
対
策
は
。

答　
高
瀬
川
上
流
の
護
岸

工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
、

継
続
し
て
営
農
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
。

問　
地
産
地
消
の
取
り
組

み
の
現
状
は
。

答　
「
や
ま
も
と
夢
い
ち

ご
の
郷
」
の
取
り
組
み
が

成
果
を
上
げ
、
農
業
者
の

生
産
と
暮
ら
し
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
お
い
て
も

町
内
産
食
材
の
活
用
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
地
産
地

消
は
地
域
経
済
の
活
性
化

に
と
ど
ま
ら
ず
、
食
料
自

給
率
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。

排
水
対
策
を
検
討
す
る
。

問　
「
検
討
す
る
」
は
、

私
と
し
て
は
困
難
で
あ
る

と
い
う
回
答
と
捉
え
る
。

　
町
長
の
公
約
を
確
認
す

る
が
、「
喫
緊
の
課
題
は
、

豪
雨
水
害
対
策
な
ど
、
町

民
の
安
全
に
欠
か
せ
な
い

事
業
に
優
先
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
抜
本
的
な
対
策

に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

で
困
難
も
伴
い
ま
す
が
、

専
門
家
に
よ
る
調
査
を
行

い
、
計
画
立
案
し
決
意
を

持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。」

で
間
違
い
な
い
か
。

答　
間
違
い
な
い
。

問　
山
下
区
内
に
大
雨
時

冠
水
注
意
の
看
板
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
外

れ
る
の
か
。

答　
現
状
は
外
せ
る
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
万
が
一

の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
。

順
次
対
応
し
、
計
画
通
り

調
査
を
進
め
る
。

い
内
容
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
改
正
基
本
法

の
も
と
で
の
山
元
町
農
政

へ
の
影
響
は
。

答　
水
田
政
策
が
令
和
９

年
度
か
ら
見
直
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
を
図
り
、
適
宜

対
応
す
る
。

問　
「
新
規
就
農
者
育
成

総
合
対
策
事
業
」
の
取
り

組
み
の
現
状
と
今
後
の
対

応
は
。

答　
昨
年
度
ま
で
経
営
開

始
資
金
で
14
名
、
経
営
発

展
支
援
事
業
で
1
名
の
活

用
が
あ
り
、
引
き
続
き
新

　
ま
た
、
坂
元
支
所
を
中

心
に
市
街
地
の
冠
水
解
消
、

被
害
軽
減
に
向
け
既
存
調

整
池
や
、
排
水
ポ
ン
プ
車

両
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
の
排
水
路
整
備
の
詳

細
設
計
を
行
う
。

　

横
山
区
は
、
各
サ
イ

フ
ォ
ン
へ
流
入
す
る
流
域

の
見
直
し
に
加
え
、
一
部

の
更
新
を
含
め
た
計
画
を

行
う
。
山
下
区
内
の
大
沢

川
に
お
い
て
は
、
排
水

ゲ
ー
ト
の
維
持
管
理
に
加

え
、
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫を
適
宜
実
施
し

て
き
た
が
、
今
後
、
周
辺

地
域
の
流
域
調
査
を
行
い

山
元
町
農
政
へ
の
影
響
は

町
長　
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
で
対
応

大
雨
時
冠
水
注
意
の
看
板
い
つ
外
れ
る
か

町
長　
順
次
対
応
し
計
画
通
り
調
査
を
進
め
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

渡
わた

邊
なべ

 千
ち

恵
え

美
み

 議員

問　

自
主
防
災
組
織
は
、

各
地
区
で
体
の
不
自
由
な

方
等
を
助
け
合
っ
て
、
お

互
い
の
命
を
守
っ
て
い
く

組
織
で
あ
る
。
ま
た
、
日

頃
の
心
が
通
い
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
各
地
区
の
自
主
防
災
組

織
の
さ
ら
な
る
体
制
強
化

に
向
け
て
、
町
長
の
考
え

は
。

答　
行
政
の
支
援
や
援
助

に
は
限
界
が
あ
る
。「
自

助
・
共
助
」
で
、
隣
近
所

で
助
け
合
い
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問　
避
難
経
路
の
整
備
に

つ
い
て
、
山
下
区
内
の
国

道
６
号
ガ
ー
ド
下
か
ら
幼

稚
園
の
駐
車
場
脇
を
抜
け

る
道
は
、
非
常
時
に
備
え
、

道
路
の
拡
張
は
欠
か
せ
な

い
と
考
え
る
が
。

早期の排水対策を

遠
えん

藤
どう

 龍
たつ

之
ゆき

 議員

そ
の
他
の
質
問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
も
一
時
預
か

り
制
度
は
あ
る
が
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
の
改

正
で
法
律
上
の
制
度
と

な
っ
た
。
町
の
対
応
は
。

答　
国
や
県
に
要
望
し
な

が
ら
、
住
民
が
安
全
に
避

難
し
や
す
く
な
る
よ
う
な

整
備
は
必
要
で
あ
る
。
町

内
各
地
に
同
様
の
箇
所
が

あ
る
た
め
、
精
査
し
な
が

ら
整
備
す
る
考
え
で
あ
る
。

問　

養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
梅
香
園
）
の
再
建
は
。

答　
町
内
の
社
会
福
祉
法

人
が
再
建
を
検
討
し
て
い

た
が
、
見
送
る
方
針
に
し

た
。

問　
町
に
元
々
あ
っ
た
施

設
で
、
必
要
な
施
設
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
て
お
く
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
陳
情
書
の
趣
旨
を

捉
え
審
査
し
た
の
か
。

答　
議
決
さ
れ
た
案
件

で
あ
っ
て
も
反
対
者
多

数
の
た
め
、
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

趣
旨
と
と
ら
え
た
。

問　
執
行
部
が
真
摯
に

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
審
査
意
見
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
若
い
世
代
の
政
治

へ
の
参
画
意
識
を
摘
む

こ
と
な
く
、
逆
に
醸
成

す
る
機
会
と
捉
え
る
こ

と
で
あ
る
。

問　
陳
情
書
に
対
し
て

の
審
査
で
は
な
く
、
陳

情
者
へ
の
審
査
で
あ
る

か
。

答　
陳
情
書
に
お
い
て
、

全
体
的
に
考
え
採
択
す

べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

問　
陳
情
書
の
内
容
に

関
し
て
審
査
は
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
か
。

答　
そ
の
通
り
し
て
い

な
い
。

　令和７年度一般会計当初予算において可決された、
「大地の塔」トイレ整備費３千万円について、住民説
明会の開催による具体的な説明を求めるとともに、既
存施設の活用、維持管理費や、治安への懸念及び代替
案、資金調達の可能性についての再検討を求めるもの。

○陳情受付日　令和７年５月22日
○陳情提出者　山元町をよりよくしたい
　　　　　　　代表　石井　里香

陳
情
の
要
旨

齋
藤
　
俊
夫
　
議
員

町
政
へ
の
参
画
意
識

を
育
て
る
機
会
に

　
予
算
議
決
後
の
陳
情
の

タ
イ
ミ
ン
グ
は
別
で
は
あ

る
が
、
若
い
世
代
の
政
治

へ
の
参
画
意
識
の
芽
を
摘

む
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
若

い
世
代
に
町
政
運
営
に
興

味
関
心
を
示
し
て
貰
う
こ

と
を
大
切
に
す
べ
き
。

　
議
員
の
な
り
手
不
足
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
こ

こ
は
政
治
へ
の
参
画
意
識

を
育
て
、
醸
成
す
る
絶
好

の
機
会
と
し
て
捉
え
る
べ

き
。

　
工
事
発
注
が
来
年
の
鎮

魂
の
日
に
間
に
合
う
よ
う
、

作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
上
で
も
、
再
考
を
求
め

る
陳
情
者
の
意
向
を
全
体

的
に
汲
み
取
り
、
委
員
長

報
告
の
通
り
採
択
す
べ
き
。

岩
佐
　
孝
子
　
議
員

委
員
会
で
の
審
査
は

終
了
し
て
い
な
い

　
ト
イ
レ
の
再
検
討
を
求

め
る
陳
情
書
を
提
出
し
た

子
育
て
世
代
の
代
表
者
、

声
を
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
次
の
点
か
ら
、

採
択
す
べ
き
も
の
に
は
反

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

・�

本
会
議
で
の
質
疑
の
中

の
疑
問
が
、
払
拭
さ
れ

て
は
い
な
い
。

・�

委
員
会
で
の
審
査
も
、

全
て
が
終
了
し
た
わ
け

で
は
な
い
。

遠
藤
　
龍
之
　
議
員

事
実
確
認
で
き
な
い

ま
ま
認
め
ら
れ
な
い

　
陳
情
書
は
大
地
の
塔
ト

イ
レ
建
設
の
予
算
な
ど
疑

問
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
既
に
議
会
で
解

明
さ
れ
て
お
り
議
決
さ
れ

た
。
陳
情
書
は
誤
解
に
基

づ
く
疑
問
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
疑
問
を
解
く
た

め
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た

委
員
会
で
提
案
者
の
出
席

を
求
め
、
事
実
の
確
認
を

行
い
、
正
確
な
事
実
認
識

の
も
と
で
の
審
査
を
求
め

た
が
、
提
案
者
と
の
事
実

確
認
が
叶
わ
ず
、
正
確
な

事
実
認
識
の
下
で
の
審
査

と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
誤
解
に
基
づ
く
事
実
を

確
認
で
き
な
い
ま
ま
提
案

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

髙
橋
眞
理
子
　
議
員

審
議
不
十
分
と
判
断

し
原
案
に
反
対

　
今
回
、
一
般
町
民
の
方

が
取
ら
れ
た
行
動
は
、
行

政
に
対
し
て
目
を
向
け
、

ま
さ
に
、
一
石
を
投
じ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。
こ

の
件
は
、
総
務
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
十

分
な
審
議
を
経
て
、
今
回

「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と

結
論
付
け
た
と
捉
え
て
い

た
。

　
し
か
し
、
こ
の
本
会
議

に
お
い
て
委
員
自
ら
が
採

択
、
不
採
択
と
分
か
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、「
十
分

な
審
議
が
行
わ
れ
た
」
と

は
、
到
底
受
け
取
れ
な
い
。

よ
っ
て
私
は
、
審
議
不
十

分
と
判
断
し
、
委
員
長
報

告
に
反
対
す
る
。

陳情第４号　３０００万円のトイレ整備の再検討を求める陳情書　採決表

氏
　
名

竹
内　
和
彦

髙
橋
眞
理
子

遠
藤　
龍
之

丸
子　
直
樹

大
和　
晴
美

渡
邊
千
恵
美

伊
藤　
貞
悦

品
堀　
栄
洋

岩
佐　
秀
一

齋
藤　
俊
夫

岩
佐　
孝
子

菊
地　
康
彦

採
決

結
果 ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ × －

賛成：○  反対：×  議長：－

３０００万円のトイレ整備の 再検討を求める陳情書３０００万円のトイレ整備の 再検討を求める陳情書
陳情第４号

不採択

問　
ト
イ
レ
整
備
の
予
算
は
執
行
部
か

ら
提
案
さ
れ
、
議
会
で
可
決
し
た
も
の
。

二
元
代
表
制
を
理
解
し
て
い
る
か
。

答　
詳
し
く
は
調
べ
て
い
な
い
。

問　
二
元
代
表
制
は
小
学
校
、
中
学
校

で
も
習
っ
て
い
る
。
住
民
に
よ
る
選
挙

で
選
ば
れ
た
議
員
が
慎
重
に
審
議
し
可

決
し
て
い
る
。

答　
こ
の
件
は
、
二
回
削
除
さ
れ
、
三

回
目
で
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
町
民

は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
全
体
的
な

町
民
の
声
を
聞
い
て
話
し
合
っ
て
ほ
し

い
。

問　
予
算
可
決
ま
で
の
経
緯
は
ど
の
程

度
確
認
し
た
の
か
。

答　
以
前
の
定
例
会
で
、
人
口
が
20
年

後
に
は
現
在
の
３
分
の
１
に
減
少
す
る

状
況
を
知
り
、
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
の

負
担
に
関
し
疑
問
を
持
っ
た
。

問　
代
替
案
の
検
討
と
の
こ
と
だ
が
、

復
興
の
過
程
で
他
の
場
所
に
も
ト
イ
レ

が
新
設
さ
れ
た
。
そ
う
い
っ
た
ト
イ
レ

建
設
費
と
の
比
較
は
行
っ
た
の
か
。

答　
山
下
駅
前
な
ど
確
認
し
た
。
そ
こ

は
人
が
多
く
訪
れ
る
場
所
だ
と
理
解
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
地
の
塔
に
関
し
て
は
、

需
要
な
ど
詳
細
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
で

あ
り
、
ト
イ
レ
建
設
に
関
し
て
疑
問
を

感
じ
て
い
る
。

参
考
人
へ
の
主
な
質
疑

委
員
長
へ
の
主
な
質
疑

本
会
議
へ

　陳情の提出後、議会ではこの陳情をどのように取り扱うかの議論が行われ、陳情の趣旨をよ
り詳細に確認する必要があると判断したことから、陳情者を本会議に参考人として招致し、６
月６日に趣旨説明及び議員からの質疑を行いました。

　参考人への質疑が終了後、陳情は総務民生常任委員会に付託され、委員会として陳情を審査
し、会期中に結論を出すことになりました。（委員長：渡邊　千恵美　議員）
　委員会では、「提出されたタイミングもあり、即座に願意妥当とは判断しづらい点もある。
しかし、若い世代が政治に参画する絶好の機会と捉えることから、執行部は工事発注にあたり
最少の経費で最大の効果を発揮するよう最善を尽くすべきである」との意見を付し「採択すべ
きもの」として委員会の結論を議長に報告しました。

　６月13日の本会議で以上の内容を報告した後、他の議員から委員長に対する質疑が行われ、
賛成、反対の討論が行われました。

委
員
会
の
審
査

委
員
長
報
告

委 

員 

長 

報 

告 

に 

反 

対

討論

委
員
長
報
告
に
賛
成

討論
※陳情：�町の特定の事項について、住民、団体等が文書を もって実情を訴え、適切な措置を要望する行為。請願と異なり、法的効力は持たない。

陳
情
第
４
号

陳
情
第
４
号

陳
情
第
４
号

陳
情
第
４
号
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条 例
○�山元町町民バスの設置及び運営並びに管理等に関する条例の一部
を改正する条例（議案第33号）

改正内容
①「障害者その他必要と認めた者」を「必要と認める者」に改める。
②�障害者等の乗車１回１人につき150円を100円（75歳以上及び小中学生の障害者等は50円）に
改めた運賃となる。

施行期日　令和７年７月１日から

○山元町空家等の適切な管理に関する条例（議案第５号）
提案理由
　本町における生活環境の保全を図り、もって安全なまちづくりの推進に寄与することを目的とする。
本議案は、令和７年２月28日に総務民生常任委員会に審査を付託された。審査の結果、可決すべ
きものとして本会議で報告し、可決した。
施行期日　公布の日から

そ の 他 議の 案

名　　称 金額（税込み） 落札率 相手方 工　　期
令和７年度公安補助請１号
つばめの杜北線道路改良工事 5,522万円 92.04％ ㈱クリワダ 令和８年３月10日まで

契 約（議案第35号）

参加者意見・質疑

提案理由
　ハラスメント防止への意識が社会全体で高まり、重
要性が認識されている。
　本町議会においても、議員がその地位を利用し、ハ
ラスメントを行うことは断じて許されるものではない。
　議会が町民から信頼されるため、本条例を提案する
ものである。

議発第１号　山元町議会ハラスメント防止等に関する条例　採決表

氏
　
名

竹
内　
和
彦

髙
橋
眞
理
子

遠
藤　
龍
之

丸
子　
直
樹

大
和　
晴
美

渡
邊
千
恵
美

伊
藤　
貞
悦

品
堀　
栄
洋

岩
佐　
秀
一

齋
藤　
俊
夫

岩
佐　
孝
子

菊
地　
康
彦

採
決

結
果 ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × －

賛成：○  反対：×  議長：－

岩
佐  

孝
子 

議
員

時
期
尚
早
で
あ
り

反
対
す
る

　
議
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
は
、
議
会
基
本

条
例
の
前
文
、
第
19
条

の
政
治
倫
理
、
第
20
条

の
最
高
規
範
性
、
第
21

条
の
議
員
の
責
務
な
ど

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
地
方
自
治
法
に
も
議

員
の
品
位
保
持
、
侮
辱

に
関
す
る
処
置
や
議
長

の
役
割
等
も
明
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
熟

読
し
、
相
互
の
信
頼
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
に

よ
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

未
然
に
防
止
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
観

点
か
ら
反
対
す
る
。

竹
内  

和
彦 

議
員

議
員
の
姿
勢
が
厳
し

く
問
わ
れ
て
い
る

　
現
在
、
自
治
体
の
議

員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
全
国
で
、
そ
し
て

県
内
、
近
隣
市
町
で
も

起
き
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
自
治
体
や
議

会
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
防
ご
う
と
、
条
例
を

制
定
す
る
自
治
体
が
全

国
各
地
で
増
え
て
い
る
。

 

今
や
社
会
全
体
で
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す

る
厳
し
い
認
識
が
共

有
さ
れ
つ
つ
あ
る
中

で
、
我
々
議
員
の
姿
勢

が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い

る
。
我
が
町
に
お
い
て

も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
、
そ
し
て
排
除
に
努

め
、
信
頼
さ
れ
る
山
元

町
議
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

遠
藤  
龍
之 

議
員

山
元
町
議
会
基
本
条

例
で
の
対
応
で
十
分

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
が
議
員
に
求
め
て

い
る
内
容
は
、
す
で
に

規
定
さ
れ
て
い
る
「
山

元
町
議
会
基
本
条
例
」

に
、「
議
員
の
政
治
倫

理
」
と
し
て
、
二
元
代

表
制
の
議
会
の
役
割
を

十
分
果
た
す
た
め
、
そ

の
倫
理
性
を
常
に
自
覚

し
、
自
己
の
地
位
に
基

づ
く
影
響
力
を
不
正
に

行
使
し
、
町
民
の
疑
惑

を
招
か
な
い
よ
う
行
動

す
る
と
の
定
め
、「
最

高
規
範
性
」、「
議
会
及

び
議
員
の
責
務
」
と
し

て
同
様
の
内
容
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
新
た
な

条
例
を
作
ら
な
く
て
も
、

今
あ
る
条
例
で
対
応
可

能
で
あ
り
、
し
な
け
れ

ば
と
考
え
る
。

齋
藤  

俊
夫 

議
員

議
会
が
率
先
し
て

姿
勢
を
示
す
べ
き

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
大

き
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

幸
い
議
員
に
よ
る
問
題

事
案
は
発
生
し
て
い
な

い
も
の
の
、
町
職
員
に

対
す
る
町
民
の
パ
ワ
ハ

ラ
や
、
役
場
窓
口
等
で

の
カ
ス
ハ
ラ
な
ど
が
繰

り
返
さ
れ
て
お
り
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
町

全
体
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

今
回
提
案
の
条
例

は
、
議
員
に
よ
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
未
然
に
防

止
・
根
絶
す
る
こ
と
を

主
眼
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
な
い
地
域
社
会

を
築
く
た
め
の
、
極
め

て
前
向
き
な
取
り
組
み

で
あ
る
。

大
和  

晴
美 

議
員

条
例
で
規
定
し
問
題

を
防
い
で
い
く
べ
き

　
社
会
全
体
で
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
対
す

る
厳
し
い
認
識
が
共
有

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
し
か
し
、

議
員
に
は
処
分
を
下
す

こ
と
の
で
き
る
雇
用
主

が
い
な
い
た
め
、
関
係

法
令
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
。
し
っ
か
り
と

条
例
で
規
定
し
て
、
議

員
が
自
ら
を
律
し
て
、

問
題
を
防
い
で
い
く
べ

き
で
あ
る
。
ル
ー
ル
が

な
い
と
守
れ
な
い
人
は

必
ず
出
て
く
る
。

　
私
た
ち
議
会
の
姿
勢

が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い

る
と
考
え
、
条
例
制
定

に
賛
成
す
る
。

原 
案 
に 

反 

対

討論

原 

案 

に 

賛 

成

討論

山元町議会は「ハラスメント」を山元町議会は「ハラスメント」を
しない！  ・  させない！  ・  許さない！しない！  ・  させない！  ・  許さない！

　議員の数が多い、報酬が高い、
または安いのではないか。

　PFI方式とはなにか。学校に馴
染むのかどうか考えてほしい。

　亘理葬祭場のトイレを保温便座
にできないか。

　将来の人口減少下における公共
交通についてどのように考えてい
るのか。

回　　　答

　対応できるように関係機関と協議する。

　公共施設の設計・建設・維持管理等に民間の
資金・経営能力・技術力を活用する手法である。

　１年間実証運行ということで現在運営してい
る。町民に寄り添った公共交通になるよう執行
部と連携していきたい。

　議員のなり手不足は喫緊の課題である。報酬
や定数について改選期までに答えを出したい。

　６月29日（日）に、坂元・山下の両会場で議会報告会を開催し、延べ50名を超える方々にご
参加いただきました。第１部では、議会活動、常任委員会活動の報告を行い、第２部では「地域
公共交通について」をテーマに参加者との意見交換を行いました。
　現在意見・回答を集計中ですが、当日あった主なご意見を紹介します。

議会報告会の様子をお知らせします ～たくさんのご参加ありがとうございました～

山元町議会ハラスメント防止等に関する条例が可決 渡邊　千恵美　議員提出者

そ
の
他
議
案

そ
の
他
議
案

議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例

議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
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町の仕事をチェック‼
総 務 民 生 常 任 委 員 会

◇
公
共
交
通
事
業

調
査
内
容

　
町
民
バ
ス
利
用
状
況
の
推
移

や
町
民
バ
ス
実
証
運
行
開
始
に

伴
い
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
及
び

地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
計
画

策
定
資
料
に
よ
り
、
説
明
を
受

け
状
況
を
調
査
し
た
。

意
見

・�

町
民
バ
ス
利
用
者
数
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、
安
定
し
た
推

移
を
保
っ
て
い
る
。

　

�　
利
用
者
の
意
見
・
要
望
を

も
と
に
、
利
用
拡
大
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

・�

実
証
運
行
開
始
後
の
意
見
に

は
、
料
金
、
増
便
や
Ｊ
Ｒ
と

の
接
続
改
善
等
の
要
望
が

あ
っ
た
。
コ
ス
ト
面
と
町
外

通
勤
者
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
改
善
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

・�

新
運
行
計
画
で
、
運
行
日
が

月
～
金
曜
日
だ
が
、
利
用
者

の
利
便
性
と
コ
ス
ト
を
検
討

し
、
土
・
日
・
祝
日
の
運
行

も
考
慮
さ
れ
た
い
。

・�

運
行
計
画
等
の
策
定
は
、
公

共
交
通
会
議
の
意
見
を
反
映

し
、
効
率
的
な
運
行
及
び
交

通
弱
者
に
配
慮
し
た
計
画
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

産 建 教 育 常 任 委 員 会
◇
再
編
小
学
校

調
査
内
容

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
、
及
び
従
来
方

式
の
発
注
に
よ
る
校
舎
の
工
事

に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
調
査
し
た
。

意
見

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
発
注
業
務
の
縮
減
と
そ
の

後
の
維
持
管
理
の
効
率
化
が
期

待
さ
れ
る
が
、
民
間
主
体
の
運

営
に
よ
る
長
期
的
な
コ
ス
ト
や

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
に
配
慮

し
、
リ
ス
ク
管
理
を
徹
底
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
土
地
は
新
規
取
得
せ

ず
既
存
用
地
で
の
計
画
を
進
め

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
開
発
申

請
の
要
否
を
早
期
に
確
認
す
る

べ
き
で
あ
る
。

　
他
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
事
例
を

参
考
に
し
つ
つ
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
用
や
施
設
利
用
の
明
確
化

を
進
め
、
住
民
説
明
会
の
機
会

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

◇
町
漁
業
の
現
状

調
査
内
容

　
漁
業
経
営
体
数
や
漁
獲
量
及

び
売
り
上
げ
の
推
移
、
今
後
の

担
い
手
確
保
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
調
査

し
た
。

意
見

　
ホ
ッ
キ
貝
の
よ
う
に
、
他
の

魚
種
に
つ
い
て
も
ブ
ラ
ン
ド
化

の
可
能
性
を
検
討
す
る
べ
き
で

あ
る
。

　

ま
た
、「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
イ
ン
タ
ー
ン
」
等
、
担
い
手

確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
今

年
度
の
積
極
的
な
実
施
に
期
待

す
る
。

委発第４号

再審法改正を求める意見書

○意見要旨
　えん罪は重大な人権侵害であり、その防
止は国の重要な責務である。しかし、現行
の再審制度には不十分な点があり、証拠開
示の不透明さなどが課題である。再審制度
の明確化や証拠開示の明確化を含む刑事訴
訟法の再審規定の改正を強く要望する。

総務民生常任委員会委員長
渡邊　千恵美

提出者

議発第３号

公共事業関係予算等の確保を
求める意見書

○意見要旨
　小規模自治体は、自主財源の確保に努力
しているものの、経済情勢や国の政策に
よっては、新たな社会資本の整備どころか、
既存インフラの適切な管理すら困難になる
という大きな課題を抱えている。地域の厳
しい実情を踏まえ、国がさらなる責任を
持って公共事業関係予算等を確保するよう
強く要望する。

遠藤　龍之　議員提出者
品堀　栄洋　議員賛成者

議発第２号

農作物へのカメムシ類防除に対する支援を求める意見書

○意見要旨
　近年の気候変動により、全国的にカメム
シの大量発生が深刻化し、水稲をはじめと
する農作物への被害が拡大している。
本町では従来の航空防除を中止し、個人防
除に移行したが、果樹・野菜でも被害が増
加している。対策は受益者負担が原則であ
るものの、対応に限界があり、広域的かつ
国による支援が不可欠である。
　良質な農作物の安定生産と農業の持続に
向け、国に対し強く支援を要望する。

丸子　直樹　議員提出者
品堀　栄洋　議員賛成者

（過去10年）

注意報の
発表回数の推移

参照：農林水産省「令和６年度病害虫発生予報情報」

カメムシ（果樹類）の
注意報の発表状況（2024）

：注意報発表
：警報発表
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8月の時点で
過去最多!!

国・県に対する意見書３件を可決

町町のの「現在」「現在」をを届届けます !けます !
い ま

※議発：議員個人が賛成者をもって条例、意見書などを発議すること。  委発：常任委員会が条例、意見書などを発議すること。

議
会
意
見
書

議
会
意
見
書

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告
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○議長交際費

区　分
４月 ５月 ６月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 24,500 船岡駐屯地記念行事　他2件 14,000 仙南亘理地方議長会情報交
換会　他2件 5,000 隊友会山元支部総会

慶　弔 3,000 小坂杯祝儀 0 0

その他 555 大船渡市災害見舞のし袋 5,000 原水爆平和大行進賛助金 0

合　計 28,055 19,000 5,000

○令和７年　第２回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告第２号

専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）

報　告

報告第３号

報告第４号

報告第５号 繰越明許費繰越計算書について

報告第６号 山元町下水道事業会計予算繰越計算書について

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（山元町町税条例の一部を改正する条例）

承　認

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（山元町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（山元町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤
強化に関する固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例）

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（東日本大震災に伴う山元町国民健康保険税の減免に関する条
例の一部を改正する条例）

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度山元町一般会計補正予算・専決第２号）

承認第６号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度山元町水道事業会計補正予算・専決第１号）

承認第７号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度山元町一般会計補正予算・専決第１号）

議案第５号 山元町空家等の適切な管理に関する条例【P14に記載】
※令和７年第１回定例会提案　閉会中継続審査

可　決
（全会一致）

議案第32号 山元町行政手続きデジタル化推進に伴う関係条例の整備に関する条例

議案第33号 山元町町民バスの設置及び運営並びに管理等に関する条例の一部を改正する条例【P14に記載】

議案第34号 山元町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第35号 令和７年度交安補助請１号つばめの杜北線道路改良工事請負契約の締結について

議案第36号 令和７年度山元町一般会計補正予算（第１号）

議案第37号 令和７年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第38号 令和７年度山元町水道事業会計補正予算（第１号）

議発第１号 山元町議会ハラスメント防止等に関する条例 可　決
（賛成６反対５）

議発第２号 農作物へのカメムシ類防除に対する支援を求める意見書

可　決
（全会一致）議発第３号 公共事業関係予算等の確保を求める意見書

委発第４号 再審法改正を求める意見書

○請願・陳情の受理
陳情番号 件　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第４号 3000万円のトイレ整備の再検討を求める陳情書【P13に記載】
※総務民生常任委員会で付託審査

山元町をよりよくしたい
代表　石井　里香

不採択
（賛成５反対６）

陳情第５号 診療報酬及び介護報酬の抜本的引上げ等による労働者の処遇改善と医療
機関や介護施設の経営改善を求める陳情書

宮城県社会保障推進協議会
会長　岩倉　政城
宮城県民主医療機関連合会
会長　舩山　由有子

配　付

陳情第６号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する補助制度創設等を求める陳情書 全国年金者組合宮城県本部
執行委員長　芳賀　芳昭 配　付

　
令
和
７
年
第
１
回
山
元
町
議

会
定
例
会
に
、震
災
慰
霊
碑「
大

地
の
塔
」
敷
地
内
ト
イ
レ
整
備

費
を
含
む
一
般
会
計
予
算
が
提

案
さ
れ
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
の
審
査
を
経
て
、
本
会
議
で

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
５
月
22
日
に
町
内

団
体
か
ら
大
地
の
塔
へ
の
ト
イ

レ
整
備
の
再
検
討
を
求
め
る
陳

情
書
が
、
町
と
議
会
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
整
備
費
の
予
算
は
、

過
去
に
二
度
削
除
さ
れ
た
経
緯

が
あ
り
、
議
会
と
し
て
は
、
新

聞
報
道
や
議
会
だ
よ
り
な
ど
に

よ
り
、
町
民
に
理
解
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
陳
情
の
内
容
が
、

多
く
の
町
民
が
ト
イ
レ
建
設
に

対
し
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
予
算
に
対
す

る
疑
問
や
「
住
民
説
明
会
」
の

必
要
性
、
予
算
の
再
検
討
・
代

替
案
の
議
論
、
資
金
調
達
の
可

能
性
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
可
決

成
立
し
た
予
算
を
覆
し
、
取
り

消
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を

伝
え
た
上
で
、
陳
情
書
を
受
理

し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
第
２
回
山
元
町
議

会
定
例
会
前
の
議
会
運
営
委
員

会
に
お
い
て
、
本
会
議
で
陳
情

者
か
ら
趣
旨
説
明
を
聞
き
、
質

疑
を
行
い
、
内
容
を
理
解
し
た

う
え
で
常
任
委
員
会
に
審
査
を

付
託
す
る
意
図
等
か
ら
、
ま
た
、

「
ぜ
ひ
本
会
議
で
説
明
の
機
会

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
陳
情

者
本
人
の
意
向
も
あ
り
、
参
考

人
と
し
て
本
会
議
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
、
陳
情
の
趣
旨
な
ど

を
議
会
と
し
て
確
認
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。（
地
方
自
治
法

115
条
の
２
、
従
前
、
委
員
会
に

限
ら
れ
て
い
た
参
考
人
招
致
が
、

平
成
24
年
の
改
正
に
よ
り
、
本

会
議
で
も
可
能
に
な
っ
た
も

の
。）

　

６
月
６
日
本
会
議
当
日
は
、

一
般
の
方
で
あ
る
参
考
人
に
対

す
る
質
疑
は
「
追
求
調
」
に
な

ら
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て

質
疑
す
る
よ
う
、
全
議
員
に
あ

ら
か
じ
め
周
知
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
部
議
員
か
ら

陳
情
書
に
記
載
の
な
い
事
項
や

参
考
人
を
追
及
す
る
よ
う
な
質

疑
が
本
会
議
場
で
行
わ
れ
た
た

め
、
私
か
ら
二
度
に
わ
た
り
そ

の
場
で
注
意
し
ま
し
た
が
、
参

考
人
を
萎
縮
さ
せ
る
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
参
考
人
に
対
す
る
配
慮
を
欠

い
た
質
疑
が
あ
り
、
ま
た
、
議

長
と
し
て
陳
情
者
を
守
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

閉
会
後
、
陳
情
者
に
謝
罪
し
、

当
該
議
員
に
対
し
て
は
厳
重
に

注
意
の
上
、
反
省
を
促
し
ま
し

た
。

　
６
月
９
日
、
陳
情
者
か
ら
議

会
に
対
し
「
参
考
人
と
し
て
の

発
言
に
関
す
る
所
感
と
要
望
」

が
文
書
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
公
の
場
で
議
員
か
ら

一
町
民
に
対
し
て
侮
辱
的
な
発

言
を
受
け
た
こ
と
に
対
す
る
意

見
と
、
今
後
、
町
民
か
ら
の
意

見
を
尊
重
し
、
議
会
に
は
健
全

な
議
論
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
文
書
を
、
議
員
全
員
で
共

有
す
る
と
と
も
に
、
議
長
と
し

て
改
め
て
陳
情
者
に
謝
罪
を
し

ま
し
た
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
県
内
町
村
議
長
で
組
織
す

る
「
宮
城
県
町
村
議
会
議
長

会
」
に
助
言
を
求
め
な
が
ら
慎

重
に
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
地
方
紙
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
招

い
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
誠
に
遺

憾
で
あ
り
、
大
い
に
反
省
を
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
御
迷
惑
と

御
心
配
を
お
掛
け
し
、
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
良
い
町
に
は
声
が
あ
る
」

と
い
う
格
言
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
町
民
一
人
一
人
の
声
を
聴

き
、
町
政
に
反
映
す
る
こ
と
が

町
議
会
議
員
の
大
切
な
役
目
で

す
。
本
分
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し

て
さ
ら
に
努
力
を
し
て
参
り
ま

す
。

　
町  

民  

の  

皆  

さ  

ま  

へ

山
元
町
議
会
議
長　

菊
地
　
康
彦

議
案
等
審
議
結
果

議
案
等
審
議
結
果

議会だより　やまもと　2025.8.1／VOL.210議会だより　やまもと　2025.8.1／VOL.210 1819



編
集
デ
ス
ク

お困りごとは何でも相談‼️
山元町地域包括支援センター　管理者　佐藤　かおり

　山元町地域包括支援センターは、令和２年度か
ら町の業務委託を受け宮城病院が業務を行ってい
ます。宮城病院敷地内に拠点があります。地域で
暮らす高齢者の皆様が住み慣れた地域で過ごせる
ように、生活を保健・医療・福祉・介護など様々
な面から総合的に支えるための相談窓口です。ス
タッフの職種は、保健師、主任介護支援専門員、
介護支援専門員、社会福祉士、認知症地域支援推
進員、生活支援コーディネーターです。
　業務内容は…
　①�介護予防ケアマネジメント：要支援認定の方

が介護保険サービスを利用できるように支援
　②�総合相談支援：高齢者の生活・介護に関する

相談

　③�権利擁護：高齢者虐待や消費者被害、成年後
見制度利用支援

　④�包括的・継続的ケアマネジメント：介護支援
専門員等に対する相談

　⑤�生活支援体制整備事業：高齢者の生活ニーズ
の把握や地域資源につながるようなネット
ワーク構築

　⑥�認知症地域支援推進業務：認知症の人や家族
への個別支援やイベント開催などです。

　何かお困りごとがあれば、まずはお気軽に地域
包括支援センターにご相談ください。
連絡先：37-1171

会　期：９月５日（金）～９月26日（金）
開　会：午前10時
本会議：９月５日・９日・10日・12日・26日
　　　　（一般質問：９月９日・10日）

令和７年 第３回山元町議会定例会（予定）

議会のホームページをご覧ください
山元町議会 検索

◇◇お知らせ◇◇
委
員
長　
岩
佐　
秀
一

副
委
員
長　
髙
橋
眞
理
子

委　
員　
丸
子　
直
樹

委　
員　
品
堀　
栄
洋

委　
員　
伊
藤　
貞
悦

〈
議
会
広
報・広
聴
常
任
委
員
会
〉

　
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
厳
し
い
暑
さ
が
続
く
な

か
、
こ
の
暑
さ
で
今
年
の

お
米
や
野
菜
、
果
物
、
魚

な
ど
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
米
価
問
題
や
物

価
高
騰
等
、
重
要
課
題
が

山
積
で
す
。
町
と
協
力
し
、

抱
え
る
問
題
、
課
題
解
決

に
議
会
一
丸
と
な
っ
て
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
先
日
行
わ
れ
た
議
会
報

告
会
に
は
、
2
つ
の
会
場

合
わ
せ
て
、
50
名
を
超
え

る
町
民
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
貴
重
な
ご
意
見
や
お
叱

り
等
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
の
「
声
」
を
真
摯

に
受
け
止
め
、今
後
も「
町

民
が
住
み
良
い
町
づ
く

り
」
実
現
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

（
副
委
員
長　
髙
橋
眞
理
子
）
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